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川　田　順　造
1）問題設定
　第一パネルのテーマ「儒教・儒学と日本意識」に即していえば、山鹿素行
（元和八年［1622］〜貞享二年［1685］）は、幼少から儒教・儒学を高名な師に
ついて学んでいながら、徳川初期四代の御用学問として形骸化・権威化した
朱子学に反発し（素行が九歳で会津若松から江戸に出て、大学頭林羅山の門
下生として朱子学を学び始めたのは、寛永七年（1630）、三代将軍家光の時で、
赤穂に配流されたのは、四代将軍家綱の寛文六年［1666］、素行四十四歳の時
だった）、同時に「戦わずして禄を食む武士」の道義の探求などを通して、極
端な日本意識の自覚に達した思想家として、注目される。同時代の大石内蔵助、
幕末の吉田松陰、明治の乃木希典にも、深い影響を及ぼした。
2）時代の背景
　まず、思想家山鹿素行が形成された、時代の背景について見よう。
　江戸時代の身分制の実態については諸説があるが、兵農分離は江戸時代に
強化され、職業は世襲制となった。また、「士」（武士）が支配者層として、他
の四民ないし三民より上位に置かれ政治を行う階級とされたが、江戸時代中
期になると貨幣経済や産業の発達により商人が国の政治経済に大きな影響力
を持つようになり、大名貸のように武士が経済的に商人に依存するようになっ
た。このため商人には町人でありながら扶持米や士分など武士身分並の待遇
が与えられる者もいた。
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　このような流動性はあったものの、徳川時代になって実際に武器を持って戦
う必要がなくなった武士が、扶持米によって経済生活を保障され、社会を支配
する立場にあったことから、武士の倫理を厳しく問題にしたのが山鹿素行だっ
た。この問題意識は、赤穂に配流される筆禍の直接の原因となった「聖教要録」
や、門弟たちの筆録「山鹿語類」などに、明確に示されている。
　元来、初めて江戸に出て林羅山の門下生として朱子学を学ぶと同時に、甲
州流軍学・築城学・歌学・神道などを学んだ。その学識のために、素行は承
応元年（1652）、三十一歳のとき、播州赤穂藩初代藩主浅野長直の要請により、
禄高一千石の破格の厚待遇で、七年十ヶ月間藩の教育係として招聘され、す
でに開始されていた赤穂城築城にも関わった。
　明暦二年（1656）、三十五歳の時、武士道について体系化した兵学書「武教
小学」、「武教要録」、「武教全書」などを著し独自の兵法思想を元に山鹿流兵学
を完成する。この前後から朱子学に疑問を抱き老荘に近づく。
　寛文五年（1665）十月、山鹿四十三歳の時、江戸で「聖教要録」三巻を出版。
「山鹿語類」巻三十三から巻四十三までの「聖学篇」を抜粋要約したものであ
る。武士道とは何かを説き明かした。本書で、当時の官学である朱子学の「儒
教古典の朱子学的解釈」を憚ることなく批判し、「周公孔子の書」に直接依拠
した原典復古主義と実践主義とを唱導した。「今日日用事物の上」に立つ学問
を求めて古学の要を説き、「聖人」「道」「理」「徳」「誠」「天地」「性」「心」「道
原」など二十八の重要語句に対して、簡にして要を得た説明をしている。こ
れにより伊藤仁斎と並ぶ古学派の祖と称されることになる。
　本書は、幕府から「不届成書物」とされ、素行は延宝三年（1675）まで九年間、
播州赤穂に配流された。その間、『四書句読大全』、『謫居童問』、『中朝事実』、『武
家事紀』など大著を完成し、また自伝の配所残筆を著している。
3）大石内蔵助への影響
　配流の身で表立った講義はできなかったかも知れないにせよ、この足掛け
九年間の、若い赤穂藩士への影響は大きかったと思われる。若くして国家老
になった大石内蔵助も、七歳から十六歳の多感な時期に親しく山鹿軍学に接
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して啓発され、素行が江戸に戻ってからも、江戸に赴く度に訪ねて薫陶を受
けたといわれている。
　素行の死から十七年経って決行された赤穂浪士の吉良邸への夜襲について
は、将軍の裁きで決着済みの一件についての、私怨をはらす非合法行為として、
当時の指導的な儒者たち、荻生徂徠、佐藤直方、太宰春台などは押し並べて
批判的であり、大石内蔵助らに夜襲を実行させた背景に、山鹿軍学の影響を
見ている。ただ山鹿流軍学の正統的継承者である幕末の吉田松陰は、「赤穂も
遺臣亡君の仇を復したる始末の処置を見ても、大石良雄が先師（素行）に学
び得たる所知るべし」と賞賛している。
　いずれにせよ、世俗的には、門弟の一人大石内蔵助が活躍した吉良邸討入以
後、山鹿流軍学は、「実戦的な軍学」として江戸中期以降の人気を博した。ただ、
芝居などで演じられる「山鹿流陣太鼓」は、演劇上の創作であるという。
　赤穂配流中、四十八歳の素行が完成した重要な著作として、『中朝事実』（全
二巻。付録一巻）がある。「中朝」とは世界の中心の王朝の意味であり、日本
を指している。万世一系、皇室が連綿と続いている日本は、三種の神器が象
徴する智仁勇の三徳において中国よりはるかに優れている、日本こそ世界の
中心にある国で、天皇に対する忠義こそ真の忠義であると説いた。
　日本は、孔子以前から孔子の教えを実施する道義国家で、「中つ朝」すなわ
ち「中華」であり、日本書紀に日本は「葦原中國（あしはらのなかつくに）」
と書いてあるように日本こそ中国である。皇祖の天照大神の統治の御心は「至
誠」そのものであり、君子もまた至誠そのものであり、人民も徳に向って生
きる。
　だが漢字以前に日本独自の文字はなかったから、この「日本中華論」も漢文
で書かれているのは、根本の弱みだと思わずにいられない。他より優れてい
ると、自分で主張するほど、愚かで悲しいことはない。自分の知り得た世界は、
ごく限られた世界の一部でしかないという自覚を持ち続けることこそ、真の
賢者への道ではないだろうか。
　『中朝事実』は、明治の軍人乃木希典の座右の書でもあった。自分で書写し
たものを、殉死の数日前に、学習院で明治天皇から教育を託されていた十一
歳の皇太子裕仁親王に手渡したことは、よく知られている。
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4）大石神社と湊川神社
　近年明らかにされた史料（近松洋男『口伝解禁近松門左衛門の真実』中央
公論新社、2003）によると、浄瑠璃作者の近松門左衛門は、大石内蔵助と若い
頃親交があり、大石と手を組んで、赤穂の塩をはじめ、塩の交易によって朝
廷の財政に貢献する仕事に、幕府側の吉良上野介に対抗して、携わっていた
ようだ。討ち入り後まもなく、八年経った宝永七年（1710）より前と推定され
る時期に、当時すでに『世継曽我』『曾根崎心中』などで浄瑠璃作者として知
られていた近松門左衛門は、綱吉没の直後ではあったが、幕府の忌避に触れ
ないよう『太平記』の世界に場も登場人物の名も移した、だが当時の見物に
はすぐ赤穂浪士の一件と分かる、『兼好法師物見車』を上、中巻とし、その「後
追い」『碁盤太平記』を下巻として、大坂道頓堀の竹本座で人形浄瑠璃として
上演した。高師直、塩冶判官高貞、大星由良之介、大星力弥など、この作の
主な登場人物名や、高師直が塩冶判官高貞の美人妻に横恋慕するが、叶えら
れず塩冶判官を切腹に追い込むという、『太平記』巻第二十一から借りた筋立
ては、その更に三十八年後の、二代目竹田出雲・三好松洛・並木千柳合作の『仮
名手本忠臣蔵』の原型になった（大星由良之介は大星由良之助または由良助に、
塩冶判官高貞は時に塩冶判官高定に変えられたが）。
　近松門左衛門が亡くなって二十四年目の寛延元年（1748）、前記近松作品と
同じ道頓堀の竹本座で、人形浄瑠璃として上演された『仮名手本忠臣蔵』は、
五カ月続演の大入り。終わるとすぐ歌舞伎として道頓堀の嵐三五郎座で、翌寛
延二年には江戸の森田座、ついで江戸三座でも歌舞伎として上演され、いずれ
も大当たりを取った。爾来現在まで二百六十年余り、第二次大戦での敗戦直後、
占領軍の指令で封建道徳賛美の演劇として禁止されていた数年間を除くと、毎
年必ず、三都を始めとする日本のどこかで、歌舞伎か人形浄瑠璃として上演
され続け、しかも芝居の独参湯、これを出すと必ず満員になると言われて来た。
　赤穂浪士の一件を脚色した芝居は、事件直後から、数多く作られ上演されて
来たが、多様な趣向を巧みに取り合わせた『仮名手本忠臣蔵』くらい、不動の
人気を保って来たものはない。明治以後になると「忠臣蔵もの」は、それ以前
からの芝居、講釈、読み本などに加えて、映画、小説、ラジオやがてテレビ
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と、多様な媒体で、『仮名手本忠臣蔵』を下敷きに、新しい解釈や工夫を加え
た諸々が、新暦に移された討ち入りの十二月には集中して公開され、「忠臣蔵
症
シンドローム
候群」として、時代を超えて「忠臣蔵大好き」日本人の、思考、心情の深層を、
鏡にかけているかのようだ。歴史上の出来事を指すのに、それを脚色した芝
居の名が通称になっている、稀な例ではないだろうか。
　ところで、「忠臣蔵もの」がこれだけ広く日本人に愛好され、討ち入りが江
戸庶民の喝采を浴びた反面、江戸高輪の泉岳寺では、浪士が現に埋葬されて
いる墓所は、徳川時代には、墓参もままならなかったようで、この事件が不
可避に帯びる政治的な意味の多面性を示している。俳人宝井其角が、討ち入
りの前日両国橋で出会った俳句仲間大高源吾（子葉）はじめ義士俳人たちの、
翌年（1703）七月十三日の新盆に、泉岳寺に墓参に行ったが参詣が許されず、
墓地には草が丈高く生い茂って、墓が並んでいるのも見えなかったことを遺稿
『類柑子』（宝永四年（1707）刊に記している（復本、平成三年（1991））。だが、
幕府による規制が長続きしなかったことは、その後の江戸時代の各種資料か
ら明らかだ。
　吉良邸に討ち入った浪士たちは、細川、松平、毛利、水の四大名家に分け
て収監された後、幕府評定所や学者間でも意見が分かれたが、結局形式上の
切腹（脇差を腹に当てた時に介錯人が首を切り落とす作法）を行い、どの家
でも半時（約一時間）で刑を終え、主君浅野長矩と同じ泉岳寺に埋葬された。
赤穂の浅野家菩提寺である花岳寺にも、義士墓所を建てて分骨埋葬した。
　今度はバランスをとる配慮からか、吉良家は改易。養父の義央から家督は譲
り受けていて、本所の吉良屋敷の主だった病弱な十八歳の当主義
よし
周
ちか
は、討ち
入りで重傷を負って気絶したが放置され、一命は取り留めた。だが、翌年二
月四日（義士たちの切腹の日）に幕府評定所に呼び出され、「旧臘十四日、浅
野内匠頭家来共押し込み候節、不埒なる仕形、不届きに思召され候。これによっ
て領地これを召上げられ、諏訪安芸守へ御預け仰せ付けらる」と申し渡され、
ただちに佩刀を取り上げられ、諏訪藩士警護のもと、罪人籠で市ヶ谷の諏訪
藩邸に運ばれた。「松の廊下」の時は、義央が、応戦しなかったという理由で、
傷の手当てを受け、｢お構いなし｣ となったのとは、まさに逆の罪状認定だ。
　二月十四日、諏訪藩の武士五十人の警護で配流先の諏訪高島城に入った。劣
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悪な環境の幽閉生活で、持病の疝気もあって体調が悪化するなか、翌年には
実父上杉綱憲を亡くし、配流後三年目の宝永三年（1706）正月、直接には疱瘡
がもとになって二十一歳で病没。吉良家は絶えてしまう。
　討ち入り前年の、「松の廊下」の性急な一方的処分を償おうとする幕府の、
過剰なまでの反吉良の措置という他はない。
　大衆的人気にもかかわらず、徳川幕府としてはその立場上、大石良雄らの幕
府批判の行動を、公に是認することはできなかった。だが明治天皇は、明治元
年（1868）十一月五日、京都から新しい都東京へ初めて遷御した直後に、東京から、
大石良雄らの墓のある泉岳寺へ勅使をつかわし、勅書と金幣を賜って、徳川幕
府からは罪人とみなされてきた大石良雄らを公に顕彰した【写真①】。
　現在も泉岳寺に保管・展示されている勅書には、「汝良雄ら、固く主従の義
をとり、仇を復して法に死す。・・・朕深く嘉賞す。今、東京に幸
みゆき
するにちなみ、
権
ごん
弁
べん
事
じ
藤
ふじ
原
はらの
献
けん
を遣使し、汝等の墓を弔い、かつ、金幣を賜う」と漢文で記さ
れている。当時十六歳だった明治天皇の、即位後初の新都東京への華々しい行
幸は、二十三日かけ、途上数々の催しや下賜を伴う、事前に入念に計画が練ら
れたもので、岩倉具視、木戸孝允ら総勢三千三百人が従った。十月十三日東
京到着後間もなくの、この泉岳寺への遣使と勅書も、京都出発前から構想され、
準備されていたに違いない。
【写真①】
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　大石良雄の顕彰は、徳川将軍代々の居城を皇居とするに当っての、旧幕府
に対する更なる戒めの意思表示と、東京市民の義士に対する敬慕へのアッピー
ルともとれるが、基本的には、まだ戊辰戦争が終わっていなかったこの時点
で、天皇が明治新体制の中で「君に忠」の徳を強調しようとした行為と見る
べきであろう。楠木正成の「七生まで朝敵を滅ぼす」四百年前の精神が、明
治の天皇親政の国家と天皇親率の軍隊の中で「七生報国」へと変貌したように、
四十七士の「忠君」が「忠君愛国」になり、天皇による赤穂浪士の公の顕彰
を待ち構えていたかのように、現地の播州赤穂には、大石内蔵助の広大な屋
敷跡を中心にして、明治元年（1868）大石神社が建立された【写真②③④⑤】。
【写真②】
【写真④】
【写真③】
【写真⑤】
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　赤穂の大石神社で驚かされるのは、楠木正成を祀った神戸の湊川神社との連
携だ。それも並大抵のことではなく、湊川神社の戦災を免れた貴重な建造物が、
おそらく巨大な手間と費用をかけて、大石神社に移築されている。
　まず正面入口の「義芳門」【写真⑥】。添えられた説明書きには、こう記され
ている。
　「この門は東の楠公西の大石と称せられる我が国の二大忠臣義士のうち
楠正成公をお祀りする神戸の湊川神社の神門であったのを昭和十七年移
築したものである。明治天皇の思召しで明治五年湊川神社が創立せられ
た時建てられた欅材入母屋造四脚門の豪快な門である。幸い義士発祥の
当地に移されていたため過る大東亜戦争の神戸大空襲にも焼失を免れ今
日百有余年を経てなお其の偉容を誇っている。なおこの門は義士の忠芬
義芳を千歳までも伝える意味で「義芳門」と称している。」
　因みに、神戸の湊川神社【写真⑦】は、元禄五年（1692）、徳川光圀が家臣
をこの地に遣わして、「嗚呼忠臣楠子之墓」の墓碑【写真⑧】を建てたのに基
づいて、明治元年、明治天皇が千両を下賜してここに神社を建てることを命じ、
明治五年（1872）に別格官幣社として創建された。
　湊川神社は、神戸大空襲で本社殿はじめ、多くの建造物を失った。そのな
【写真⑥】
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かで奇跡的に無傷だった、大正初めに建てられた入母屋造の宝物殿も、大石
神社に移築され、義士に関わる遺品を納め、展示している【写真⑨】。
　宝物殿の展示物には、大石内蔵助が討ち入りのとき使った采配や呼び子【写
真⑩】などと共に、著名な彫刻家平櫛田中作の浅野内匠頭像【写真⑪】も展
示されている。田中は湊川神社拝殿両脇の番獣【写真⑫】や、湊川神社に祀
られている徳川光圀像も制作しており、六代目菊五郎の鏡獅子の名作などを
生んだ一方で、大石＝湊川両社を結ぶ思想への深い共感ももっていたことが
窺われる。
　大石神社は、「大願成就」を看板に、合格祈願のご利益やお札でも参拝者を
呼び寄せている【写真②④⑥】。
【写真⑦】 【写真⑧】
【写真⑨】
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　その一方で、大鳥居に添えられた石柱には、東郷平八郎の名が大きく刻まれ
ている。現代風と復古調が奇妙に混じりあい、夕方まで老若男女の参詣者で賑
わっている、ひろびろとした町外れのこの不思議な空間に、さらに「時の関
節がはずれた」印象を加味しているのが、山鹿素行の赤穂築城の実物大展示だ。
修復中の赤穂城の脇に、パノラマのように堀をまたいで再現された米倉が並
び【写真⑬】、かつて城内に置かれていたという素行の銅像【写真⑭】が、い
まは木陰で諦めと優しさのこもった表情で、二十一世紀の私たちを見下ろし
ている【写真⑮】。
*写真はすべて川田順造撮影
【写真⑩】 【写真⑪】
【写真⑫】
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【写真⑮】
【写真⑬】 【写真⑭】
山鹿素行78
<ABSTRACT>
Yamaga Soko
 KAWADA Junzo
Yamaga Soko is a thinker and a strategist of the early period of Edo 
period. He went to Edo from Aizu Wakamatsu in the 9-year-old and started 
from the Neo-Confucianism as a pupil of Hayashi Razan, Daigaku-no kami 
(head of the state university). However, because he rebounded to Neo-
Confucianism that it was mere facade as patronage academic shogunate, he 
was away from the shogunate. He wrote a lot of books including Chucho 
Jijitsu (“The record of the central nation”) in Ako Domain, his exiled 
destination. Yamaga spread the ethic of the samurai,  who was put in the 
top of the hereditary social position system and had no need to fight, art of 
military science, and construction of a castle, Japanese superiority thought 
through a lecture and writing. He had a significant influence on warriors and 
thinkers of the same period, the late Tokugawa period and the Meiji period 
such as Oishi Kuranosuke Oishi, Yoshida Shouin, and Nogi Maresuke. After 
the Meiji period, Yamaga Soko continues showing the presence through Oishi 
Shrine built in Harima to deify Oishi Kuranosuke.
